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【研究活動の要約】

本研究は､近代に御所から京都府下の各所に下賜された建築群の存在に着目し､下賜が如何にして行われ､

下賜建築がどのように転用され利用されたのか､その実相を把握するとともに､その事実に如何なる意味や

歴史性があるのかを明らかにすることを目的として取組んだ○

大正 ,昭和期の両 ｢御大礼｣の際に造営された御殿群の構成を明らかにし､それらの下賜先を把握 し､ヒ

アリング調査および現存する下賜建物の遺構について実測調査を現地で行ったo調査により得られたデータ

より､大礼建築の下賜とその建物の転用についての特徴を検討 したo現存する遺構については､大礼の下賜

建物の今後の活用に向け､その基本的な考え方と方向性について検討 した○

【研究活動の成果】 

1､大正大礼後､宗教施設-の下賜過程をみると､大礼建物であることを誇示するような特別な意義は見出

し難く､経済的に不振であった大正初期にあって､無償で建築材料を入手できる好機と-して大礼建物の下賜

を願い出るという状況がみられたoまた､教育施設-下賜されたものは､初等､中等､高等教育機関で､転

用された建物に見られる ｢大礼建造物の下賜に対する記念性｣に差がみられ､大礼の下賜建物に対する認識

が教育機関において一律ではなかったo 

2､一方､昭和の大礼建物の下賜過程においては､宗教施設 .教育施設ともに､大礼建物であることを誇示

する特別な意義が付与され､大正期の認識とは異なっていた0両大礼の建物の下賜過程から､大礼当時の時

代性が表出することを明らかにしたo 

3､以上のように､大正､昭和の大礼の下賜建物は歴史的社会的意義を内包 しているQ歴史的に重要な経緯

を持つ大礼の下賜建物の遺構は､京都府下における近代和風建築群に新たな評価軸を提起する重要な建築物

であり､その保存が強く望まれるo

【研究成果の還元】

本調査研究の成果は､報告書に取り纏め刊行するとともに､日本建築学会において発表したo (1-4) 

1)原戸喜代里､大場修 ｢大正大礼における下賜建物の宗教施設-の転用過程｣『日本建築学会計画系論文

集』2010.12報告集』2010,6 

2)原戸喜代里､大場修 ｢昭和大礼における御造営物の下賜過程｣『日本建築学会計画系論文集』2009.3 

3)原戸喜代里､大場修 ｢昭和大礼における下賜建物の宗教施設における転用過程｣『日本建築学会計画系

論文集』2009.12 

4)原戸喜代里､大場修 ｢昭和大礼における下賜建物の教育施設-の転用過程｣『日本建築学会計画系論文

集』2010.4

【お問い合わせ先】 生命環境科学部 史的住環境学研究室 教授 :大場 修




